
マーチングバンドの活動 

マーチングバンドは、今年度も新入部員が入り、新体制となりました。この仲間たちとともに今年度も全国大会を

目指して練習に励んでいきます。今年度も、部員全員で一丸となって練習し、学校や地域のみなさん 

に感動を届けられるような演奏、演技ができるように頑張ります。応援をよろしくお願いいたします。 

 

《８月の演奏予定》（状況によっては、延期、中止になる場合もあります。） 

  ８月２６日（土） ジャパンカップ出場（武蔵野の森総合スポーツプラザ） 

         学 校 だ よ り 
               （ ７ 月 号 ） 

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/shimonoba/ 
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横浜市立下野庭小学校 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

『かっこいい』がかたちになりました 

       ～素敵な横断幕ができ、校内に掲示しています。～ 校長 黒木 英晴 

 

 

５月号の学校だよりで運営委員会の児童が今年度のスローガンの 

キーワードとして『かっこいい』という言葉を選んだことをお伝え 

しました。その言葉を中心とした絵を運営委員会の子どもたちが描 

いて、横断幕がついに完成しました。緑昇降口の上に掲示していつ 

でも見ることができます。キャラクターの「しものん」を中心に子 

どもたちが手をつないでいます。車いすの子どももいます。そして 

『かっこいい』が「協力」「たすけあい」「努力」「チャレンジ」「あ 

いさつ」という言葉で示されています。虹の上には、「しものばっ 

子」 そして、『かっこいい』という言葉が書かれています。しかも 

あまり目立たなくて、それが私にはとても「かっこよく」見えます。 

このように形にするということはとても大切なことだと思います。 

昇降口の４５周年の壁画、４階の資料室、投てき板や地面の絵、緑道の植樹、昨年度の３年生が作った「緑道てくて

くマップ」など形にして子どもたちは残してきました。このことはやり遂げた満足感と共に自信へとつながります。

私たち大人にも刺激となっていくと考えています。 

 

６月１６日（金）に行われた令和５年度「よこはま子ども国際平和スピーチコンテスト」港南区審査会に下野庭小

学校からは６年生のＳさんが代表として出場しました。６月５日（月）に校内で選考会が行われ、１２名の６年生が

果敢にチャレンジしました。その１２名から選ばれたのがＳさんです。スピーチのタイトルは「アサリが教えた国際

平和」です。港南公会堂で行われたＳさんのスピーチを聞いてとても感動しました。どんなことに感動したかという

と、スピーチですから作文を読むのではなく覚えて発表したことです。その努力にまず感動しました。次に、表現力

です。自然に話しかけるように語り、聞いている私たちの心に入ってきました。「突然ですが、皆さんは海が好きで

すか？」から始まり「潮干狩りで見つかるアサリが年々少なく小さくなっていることに気づき、実はこれは国際的な

問題にもつながります」と語り掛けます。身近なことが国際問題につながっていることに気付かされる瞬間でした。

そして、そのための解決策の提案をスピーチしていきます。最後に「私の大好きなこの海が世界中をつないでいるよ

うに、国際平和と環境を守ることがきっとどこかで結ばれていると思います。」と締めくくります。海が世界とつな

がっているように私たちも世界とつながっているのです。スピーチが終わり大きな拍手を送りました。そして、スロ

ーガンにあるように「しものばっ子はかっこいい」なあと思いました。横断幕に描かれている『かっこいい』の合言

葉。これからもたくさん見つけて、子どもたち一人ひとりが輝く学校にしていきたいなあと思いました。学校へお越

しの際にはぜひこの横断幕を見て子どもたちの輝きを皆さんで語り合いましょう。 

 

 夏休みまでひと月となり、梅雨明けが待ち遠しい季節となりました。４年ぶりの水泳学習も順調に行われていま

す。６月は、１・２年生の校外学習、６月１９日の土曜参観、１年生と３年生の交通安全教室、４年生の上郷宿泊学

習など行事がたくさんありました。ご理解ご協力をありがとうございました。７月もどうぞよろしくお願いします。 

 

 

「笑顔は心を あたたかくする おまじない いつも笑顔を忘れないでね その笑顔は 今日も あなたと 周りのみんな

を 幸せにしているよ」（『しあわせなかくれんぼ』（カナリアコミュニケーションズ）より引用） 

  

さて、今年度代表委員会担当の先生と１年後の姿をみんなでイメージするような１年間のスローガンを立てたらど

うだろうかと話していました。そうしたところ、運営委員会で話し合ってくれました。キーワードは、「かっこい

い」だそうです。「いかに言葉が人々の感じ方や生き方を導くのか」ということを研究されている北見工業大学の准

教授の春木有亮（ともあき）先生は、「かっこいい」という言葉について、中学生向けの講演会の中で次のように話

されていました。「かっこよくなるための手っ取り早い方法は、かっこいい誰かに出会いモデリングすることです。

ということは、かっこいい誰かもたいてい別の誰かをモデリングしています。つまり、他者を追いかけることができ

る人こそが、自分らしさを確立できるということになります。ということは、あこがれるモデルになることも必要で

すね。」と。子どもたちは、なぜ「かっこいい」という言葉を選んだのでしょうか。それは今の時代を反映している

ようにも思います。つまり「かっこいい」モデルがいないのではないかと。この１年、「かっこいい」という言葉や



 


